
既設タンク地盤液状化対策工法
注入固化工法

注入固化工法は、狭隘なタンク周りで確実に注入施工を行える、
安全で経済性に優れた液状化対策工法です。

平成６年の消防法の改正により昭和５２年以前に施工された危険物貯蔵タンクに対して、

現行法と同程度の液状化に対する抵抗性を有することが義務づけられるようになりました。

これまでの消防通達に示される工法（鋼矢板工法、グラベルドレーン工法、地下水位低下工法）では、

施工性・安全性の面から、タンク間距離が狭く、配管・歩廊が錯綜ような既設のタンク群での採用が困難でした。

当社では、お客様のニーズにお答えするため、耐久性の確保と経済性の追求を行うと共に、

遠心振動模型実験と現場実証実験を通して、

確実性・施工性・安全性に優れた注入固化工法の設計法を提案し実用化することに成功しました。

1
液状化に対する高い抵抗性

2
地盤への高い浸透性

3
改良体の高い恒久性と環境性

4
高い施工性と安全性

5
従来工法に比べ高い経済性



注入によるタンク底板や近接構造物への影響の確認
既設タンクヤード内での施工に伴う安全性の確認
注入固化後の改良地盤強度の確認
（液状化防止のための必要目標qu＝５０～１００ｋＮ／m2）
タンク底板下部における注入出来高の確認
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